
企企企企
業業業業
利利利利
益益益益
はははは

最最最最
高高高高
益益益益
をををを
更更更更
新新新新

〇
四
年
度
、
国

税
庁
な
ど
の
実
態

統
計
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
の
企
業

の
う
ち
所
得
（
税

務
署
に
申
告
し
た

利
益
）
が
、
四
千

万
円
以
上
の
法
人

（
個
人
企
業
で
は

な
く
法
律
で
認
め

ら
れ
て
い
る
営
利

を
目
的
と
し
た
会

社
）
の
申
告
所
得

は
昨
年
よ
り
三
兆

七
千
万
円
余
り
増

加
し
て
、
三
十
八

兆
八
千
万
円
の
高

水
準
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資

本
金
が
三
十
億
円
以
上
の
大
企
業

の
申
告
合
計
は
、
二
十
兆
円
を
超

え
、
東
京
証
券
取
引
所
の
一
部
上

場
企
業
の
業
績
は
過
去
最
高
益
を

更
新
し
ま
し
た
。

沖沖沖沖
電電電電
気気気気
のののの
資資資資
本本本本
金金金金
は
、
六
百
七

十
八
億
円
で
、
申
告
（
税
引
き
前

利
益
）
は
、
五
九
億
九
千
万
円
で

し
た
。
ま
た
、
純
利
益
（
税
引
き

後
利
益
）
は
三
年
ぶ
り
の
黒
字
で
、

三
二
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

給給給給

与与与与
はははは

七七七七
年年年年
連連連連
続続続続
のののの
減減減減
少少少少

民
間
企
業
に
働
く
労
働
者
の
数

は
九
二
万
人
減
り
、
四
千
四
百
五

十
三
万
人
で
す
。
給
与
（
基
本
給

に
手
当
て
を
加
え
た
も
の
）
は
、

約
二
九
万
円
減
少
し
て
、
四
百
三

十
九
万
円
（
年
間
）
ま
で
、
下
が

り
ま
し
た
。
賞
与
の
水
準
は
、
一

九
八
三
年
度
並
の
六
九
万
円
程
度

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
労

働
組
合
の
組
織
率
の
低
下
（
現
・

十
九
・
二
％
）
と
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
よ
う
に
一
兆
円
を
超
え
る
利

益
が
出
て
も
労
働
組
合
が
賃
上
げ

の
要
求
を
し
な
い
事
が
、
影
響
し

て
い
ま
す
。

沖沖沖沖
電電電電
気気気気
労労労労
組組組組
は
四
年
間
も
賃
上

げ
を
要
求
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
製
造
原
価
に
占
め
る
労
務

費
は
、
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の
一
に

低
下
し
て
い
ま
す
。
先
進
資
本
主

義
国
で
、
三
年
間
も
賃
上
げ
が
な

い
の
は
、
日
本
だ
け
で
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
調
べ

（
〇
四
年
）
で
は
、
日
本
の
非
正

規
社
員
の
比
率
が
三
十
五
％
に
達

し
、
そ
の
八
〇
％
が
二
〇
万
円
以

下
の
給
与
で
す
。
年
収
三
百
万
円

以
下
の
人
は
前
年
よ
り
、
五
一
万

人
増
加
し
て
、
五
百
五
十
二
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
リ
ス
ト
ラ
や
賃
上

げ
な
ど
の
闘
い
を
組
織
し
な
い
日

本
の
労
働
運
動
の
弱
点
が
、
反
映

し
て
い
ま
す
。

法法法法
人人人人
税税税税
減減減減
っっっっ
てててて

企企企企
業業業業
のののの
負負負負
担担担担
はははは
軽軽軽軽
減減減減

八
年
前
に
は
、
三
七
・
五
％
だ
っ

た
法
人
税
（
会
社
の
所
得
税
）
率

は
現
在
、
三
〇
％
ま
で
引
き
下
げ

ら
れ
、
税
金
は
一
〇
兆
円
も
減
っ

て
い
ま
す
。
消
費
税
は
三
％
か
ら

五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
法
人
税

の
減
収
を
補
う
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。

企企企企
業業業業
のののの
たたたた
めめめめ
込込込込
みみみみ
史史史史
上上上上
最最最最
高高高高

家家家家
計計計計
のののの
貯貯貯貯
蓄蓄蓄蓄
はははは
半半半半
減減減減
でででで
火火火火
のののの
車車車車

日
本
の
企
業
の
余
剰
資
金
（
た

め
込
み
利
益
の
う
ち
使
い
道
が
未

定
の
利
益
）
は
、
空
前
の
規
模
で
、

日
本
の
一
般
会
計
予
算
に
匹
敵
す

る
八
二
兆
円
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
金
融
広
報
中
央

委
員
会
に
よ
れ
ば
、
家
計
貯
蓄
率

が
八
〇
年
代
か
ら
半
減
し
て
、
〇

二
年
に
は
、
六
・
二
％
。
年
金
・

介
護
な
ど
将
来
不
安
も
あ
り
、
生

活
の
切
り
詰
め
も
限
界
で
貯
金
に

手
を
か
け
る
姿
が
見
え
ま
す
。
同

時
に
「
貯
蓄
な
し
」
の
世
帯
が

二
一
・
八
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大大大大
企企企企
業業業業
応応応応
援援援援
でででで
はははは
なななな
くくくく

はははは
たたたた
らららら
くくくく
者者者者
にににに
応応応応
援援援援
をををを

い
ま
の
私
た
ち
の
生
活
は
、
賃

金
が
ダ
ウ
ン
す
る
の
に
、
税
金
や

社
会
保
険
料
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
、
戦
後
最
悪
の
事
態
で
す
。

企
業
の
税
金
・
社
会
保
障
の
負

担
（
公
的
負
担
）
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国

民
総
生
産
）
で
割
っ
た
数
値
を
く

ら
べ
て
み
る
と
、
日
本
は
フ
ラ
ン

ス
の
半
分
以
下
の
七
・
六
％
で
す
。

企
業
の
体
力
に
見
合
っ
た
負
担
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の

生
活
改
善
の
鍵
で
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
、
派
遣
な
ど
の

労
働
者
が
、
結
婚
し
て
生
活
や
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
事

も
大
事
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※※※※
経経経経
常常常常
利利利利
益益益益
＝＝＝＝
営営営営
業業業業
利利利利
益益益益(( ((

売売売売
上上上上

総総総総
利利利利
益益益益
かかかか
らららら
販販販販
売売売売
費費費費
なななな
どどどど
をををを
引引引引
くくくく
））））

にににに
営営営営
業業業業
外外外外
収収収収
益益益益
をををを
加加加加
ええええ
営営営営
業業業業
費費費費
用用用用

をををを
引引引引
いいいい
たたたた
利利利利
益益益益
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四
〇
年
前
、
沖

電
気
の
社
内
に

「
技
術
専
門
学
校
」

と
「
技
能
養
成
所
」

が
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
「
技
術
専
門

学
校
」
は
東
京
・
芝
浦
に
、
「
技

能
養
成
所
」
は
埼
玉
・
蕨
に
創
く

ら
れ
た
▼
「
技
術
専
門
学
校
」
は

通
信
科
と
機
械
科
が
あ
り
一
年
で

卒
業
す
る
。
一
九
六
三
年
四
月
開

校
、
六
六
年
三
月
ま
で
の
三
期
続

い
た
。
入
学
資
格
は
高
校
卒
で
意

欲
の
あ
る
社
員
が
試
験
を
受
け
て

入
学
し
た
▼
大
卒
の
技
術
者
は
少

な
い
時
代
だ
っ
た
。
先
生
は
東
工

大
の
教
授
で
、
大
学
の
四
年
間
で

学
ぶ
専
門
知
識
を
一
年
で
教
え
込

ま
れ
た
が
、
体
育
の
時
間
も
あ
り

「
ゆ
と
り
」
が
あ
る
時
代
で
し
た

▼
卒
業
時
に
優
秀
者
と
し
て
金
時

計
が
授
与
さ
れ
た
Ｏ
さ
ん
が
、
一

〇
年
前
に
く
も
膜
下
出
血
で
亡
く

な
っ
た
。
同
期
生
な
ど
が
多
勢
か

け
つ
け
て
故
人
を
偲
び
当
時
を
語
っ

て
懐
か
し
ん
だ
▼
今
年
九
月
に
定

年
を
迎
え
た
八
王
子
事
業
所
の
Ｍ

さ
ん
も
こ
の
学
校
を
卒
業
し
た
。

蕨
の
独
身
寮
か
ら
、
本
庄
、
高
崎

工
場
か
ら
入
学
し
た
社
員
と
と
も

に
通
学
し
た
▼
Ｍ
さ
ん
は
退
職
間

際
ま
で
電
波
時
計
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
た
。
退
職
の
日
も
特
許

出
願
の
た
め
大
忙
し
だ
っ
た
。
も

う
少
し
会
社
に
在
籍
し
、
電
波
時

計
に
携
わ
っ
て
い
た
い
と
思
っ
た

が
、
叶
わ
な
か
っ
た
▼
六
〇
年
代
、

技
術
者
を
大
切
に
し
、
沖
電
気
の

物
作
り
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
時
代
だ
っ
た
。
今
、
中
高
年
の

技
術
者
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
Ｍ
さ
ん
は
技
術
を
か
わ

れ
退
職
後
す
ぐ
他
の
会
社
に
就
職

し
た
。
（
ね
）

「
育
て
る
森
林
（
も
り
）
」

沖
電
気
は
二
〇
〇
五
年
一
月
、

長
野
県
小
諸
市
と
「
森
林
（
も
り
）

の
里
親
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

沖
電
気
と
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
愛
の
百
円

募
金
」
か
ら
年
間
二
五
万
円
ず
つ

合
計
五
〇
万
円
を
寄
付
し
小
諸
市

の
森
林
整
備
に
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
社

員
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
、
地
域
の
文
化
・
産
業
に
触

れ
る
場
、
交
流
の
場
と
し
て
の

期
待
も
あ
り
ま
す
。

7年前
と比較
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船船船船
舶舶舶舶
管管管管
制制制制
シシシシ
スススス
テテテテ
ムムムム

売売売売
却却却却
ささささ
れれれれ
まままま
しししし
たたたた

第
一
七
七
回
の
「
回
避
せ
よ

東
京
湾
炎
上
」
で
、
約
三
〇
年
前

に
完
成
し
た
、
世
界
初
の
船
舶
管

制
シ
ス
テ
ム
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
根
幹
は
観
音
崎
、

横
浜
本
牧
、
浦
安
の
三
箇
所
に
設

置
さ
れ
た
沖
電
気
の
海
洋
レ
ー
ダ
ー

シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
当
時
の
関
係

者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

事事事事
業業業業
売売売売
却却却却
はははは
悲悲悲悲
しししし
いいいい

沖
電
気
の
レ
ー
ダ
ー
な
ど
を
含

む
海
上
交
通
シ
ス
テ
ム
は
リ
ス
ト

ラ
で
、
今
年
の
四
月
に
（
株
）
ト

キ
メ
ッ
ク
（
旧
・
東
京
計
器
）
に

売
却
さ
れ
ま
し
た
。
沖
電
気
の
技

術
の
衰
退
が
心
配
で
す
よ
。

（
Ｓ
さ
ん
）

苦苦苦苦
労労労労
しししし
たたたた
追追追追
尾尾尾尾
性性性性
能能能能

最
終
段
階
で
船
の
追
尾
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
改
善
・
変
更
を
迫
ら
れ
、

ソ
フ
ト
技
術
者
が
、
約
一
年
間
試

行
錯
誤
し
た
苦
労
を
思
い
だ
し
ま

す
。

（
Ｙ
さ
ん
）

海海海海
外外外外
かかかか
らららら
もももも
脚脚脚脚
光光光光

世
界
で
最
初
に
運
用
開
始
し
た

シ
ス
テ
ム
を
視
察
す
る
た
め
に
東

京
工
場
（
芝
浦
）
に
は
、
世
界
中

か
ら
た
く
さ
ん
の
関
係
者
が
訪
れ

ま
し
た
よ
。

懐
か
し
い
ね
。
（
Ｋ
さ
ん
）

残残残残
業業業業
、、、、
残残残残
業業業業
のののの
連連連連
続続続続

観
音
崎
の
設
置
工
事
に
約
一
年

参
加
し
ま
し
た
が
、
三
部
屋
に
分

か
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
結
合
は
、
難

事
業
で
正
月
返
上
で
し
た
。
給
与

が
五
〇
万
円
／
月
に
な
る
事
も
あ

り
ま
し
た
。

（
Ｉ
さ
ん
）

事事事事
業業業業
のののの
世世世世
界界界界
展展展展
開開開開

中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
海
外
へ

事
業
は
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た

が
、
言
葉
を
覚
え
る
の
も
苦
労

し
ま
し
た
。

私
は
ナ
ホ
ト
カ
（
ロ
シ
ア
）
港

の
工
事
で
の
現
地
の
人
々
と
の
異

文
化
交
流
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
Ｏ
さ
ん
）

総
選
挙
後
の
小
泉
内
閣
は
、
わ

ず
か
二
ヶ
月
の
間
に
庶
民
大
増
税
、

改
憲
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
一
体
化

の
方
針
な
ど
次
々
に
国
民
犠
牲
の

方
針
を
だ
し
て
い
ま
す
。

特
に
ア
メ
リ
カ
追
従
と
靖
国
神
社

参
拝
な
ど
の
異
常
さ
が
、
目
立
ち

ま
す
。

■
沖
縄
・
普
天
間
基
地
は
名
護
市

の
沿
岸
部
に
移
設
。

■
非
核
三
原
則
（
持
た
ず
、
作
ら

ず
、
持
ち
込
ま
ず
）
を
無
視
し

て
横
須
賀
に
原
子
力
空
母
を
配

備
す
る
。

な
ど
の
米
軍
基
地
の
再
編
・
強
化

計
画
を
関
係
自
治
体
の
頭
越
し
に

合
意
し
、
自
治
体
を
始
め
国
民
か

ら
猛
反
発
を
う
け
て
い
ま
す
。

沖
縄
海
兵
隊
司
令
部
な
ど
の
グ
ァ

ム
移
転
の
費
用
（
約
四
千
億
円
）

も
日
本
負
担
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。憲憲憲憲

法法法法
九九九九
条条条条
はははは

戦戦戦戦
争争争争
のののの
歯歯歯歯
止止止止
めめめめ

「
戦
争
の
放
棄
、
戦
力
及
び
交

戦
権
の
否
認
」
（
戦
争
を
し
な
い

国
）
か
ら
「
自
衛
軍
を
持
ち
海
外

で
の
軍
事
活
動
が
出
来
る
国
」

（
戦
争
を
す
る
国
）
に
す
る
た
め

の
改
憲
の
動
き
も
急
で
す
。

し
か
し
、
全
国
各
地
で
三
二
〇
〇

を
越
す
「
九
条
の
会
」
が
結
成
さ

れ
、
「
憲
法
を
守
れ
」
の
声
も
、

確
実
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
戦
争
の
終
結
宣
言
後
も
、

二
千
人
以
上
の
米
兵
が
死
亡
し
、

戦
争
の
泥
沼
化
で
、
ア
メ
リ
カ
で

も
、
世
界
で
も
、
孤
立
を
は
じ
め

た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
手
を
貸
し
、

憲
法
を
変
え
て
ま
で
、
日
米
同
盟

強
化
に
突
き
進
む
小
泉
路
線
は
、

国
民
の
平
和
と
生
活
破
壊
へ
の
道

で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（

投
書
・
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
）

世世世世
界界界界
平平平平
和和和和
記記記記
念念念念
日日日日

一
九
一
八
年
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ

リ
カ
が
停
戦
協
定
に
調
印
し
、
第

一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
ま
し
た
。

世
界
中
の
人
た
ち
が
「
戦
う
こ
と

は
も
う
や
め
よ
う
」
と
決
め
た
日

が
十
一
月
十
一
日
で
す
。

ＮＮＮＮ
ＨＨＨＨ
ＫＫＫＫ
・・・・
ププププ
ロロロロ
ジジジジ
ェェェェ
クククク
トトトト
ＸＸＸＸ

沖沖沖沖
電電電電
気気気気
のののの
海海海海
洋洋洋洋
レレレレ
ーーーー
ダダダダ
ーーーー

放放放放
映映映映
（（（（９９９９
／／／／
６６６６
））））後後後後
のののの
感感感感
想想想想

解
体
進
む
七
本
木
寮【

本
庄
】

本
庄
工
場
が
で
き
て
長
い
間
、

多
く
の
若
者
や
出
張
者
の
寮
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
埼
玉
県
・
上
里

町
の
七
本
木
寮
の
解
体
が
始
ま
り
、

毎
日
そ
の
姿
を
無
く
し
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
管
理
人
さ
ん

た
ち
の
顔
と
一
緒
に

思
い
出
す

の
は
部
屋
の
狭
さ
で
、
ベ
ッ
ド
と

机
で
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
、

本
立
て
や
ス
ピ
ー
カ
ー
（
昔
は
大

き
か
っ
た
）
を
置
く
と
、
残
る
の

は
通
路
だ
け
で
し
た
。
欧
米
で
は

社
宅
や
寮
を
準
備
し
て
労
働
者
を

雇
用
す
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
と
い
う
こ
と
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
社
の
利
益
優
先
で
寮
も
働
く

人
も
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
い
く
の
は
、

寂
し
い
も
の
で
す
。
一
緒
に
過
ご

し
た
仲
間
た
ち
も
ど
れ
だ
け
会
社

に
残
っ
て
い
る
か
と
思
い
を
め
ぐ

ら
し
ま
す
。

防
災
に
地
図
と
ス
ニ
ー
カ
ー

【
東
京
】

日
本
列
島
に
小
さ
い
地
震
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
会
社
か
ら
「
災

害
発
生
時
の
手
引
き
」
が
配
布
さ

れ
、
「
帰
宅
難
民
」
と
い
う
言
葉

が
現
実
味
を
お
び
て
き
ま
し
た
。

書
店
で
は
「
帰
宅
支
援
マ
ッ
プ
」

が
売
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ざ

歩
く
と
な
っ
た
ら
近
距
離
で
も
女

性
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
は
自
宅
ま
で

歩
く
の
は
無
理
。
男
性
の
皮
靴
で

も
長
時
間
は
無
理
。
「
会
社
に
ス

ニ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
歩
き
や
す
い

靴
を
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

仕
事
量
の
調
節
で
首
切
り

【
沖
エ
ア
ー
フ
ォ
ル
ク
】

沖
デ
ー
タ
の
プ
リ
ン
タ
ー
生
産

の
海
外
移
転
で
国
内
生
産
の
停
止

が
目
前
で
す
。
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
で

は
対
策
と
し
て
「
営
業
力
強
化
」

が
行
わ
れ
、
そ
の
「
成
果
」
で
し
ょ

う
か
、
仕
事
量
が
増
え
土
日
も
勤

務
し
な
い
と
こ
な
せ
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
は
派
遣
労
働
者
の
増
員

で
補
わ
れ
、
「
パ
ー
ト
を
切
っ
た

か
と
思
え
ば
、
派
遣
労
働
者
を
雇

う
、
プ
ロ
パ
ー
（
専
属
の
人
）
以

外
は
安
心
し
て
働
け
な
い
。
こ
ん

な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
は
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
れ
な
い
の

で
は
？
」
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

経
営
陣
の
方
々
の
再
考
を
願
い

た
い
も
の
で
す
。

提
案
、
太
陽
光
発
電

【
群
馬
】

収
益
改
善
の
一
環
と
し
て
経
費

削
減
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
高
崎

工
場
で
は
、
三
階
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
、
今
年
か
ら
（
株
）
沖
デ
ー

タ
が
使
っ
て
い
ま
す
。
他
の
階
も

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
貸
せ
ば

数
百
万
円
の
改
善
が
図
れ
る
と
か
。

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

（
環
境
）
の
対
策
を
や
り
切
っ
た

た
め
？
新
た
な
対
策
と
し
て
室
温

の
設
定
温
度
を
変
え
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
対
応
も
必
要
で
す
が
、

沖
電
気
に
ふ
さ
わ
し
い
策
と
し
て

「
太
陽
光
発
電
」
を
取
り
入
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
広
い
屋
上

を
持
つ
高
崎
工
場
に
は
う
っ
て
つ

け
で
す
。
近
く
の
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
の

ホ
ー
ム
の
屋
根
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
司
と
の
面
談
が
し
た
い

【
八
王
子
】

成
果
主
義
制
度
で
目
標
を
決
め

た
り
、
企
業
行
動
憲
章
を
行
う
た

め
に
も
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
特
に
重
要
で
す
。

し
か
し
現
実
は
面
談
な
し
で
の

成
績
評
価
も
行
な
わ
れ
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

も
「
評
価
の
さ
れ
方
」
が
不
満
の

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

今
年
も
職
場
で
各
種
の
意
識
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
上

司
に
つ
い
て
」
の
設
問
も
あ
り
、

「
会
話
も
し
な
い
の
に
答
え
よ
う

が
な
い
」
「
上
司
が
変
わ
っ
た
が

自
分
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
理
解
し

て
い
る
の
か
疑
問
」
な
ど
の
声
が

あ
い
か
わ
ら
ず
聞
か
れ
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉

皆
さ
ん
の
、
熱
い
支
援
に
支
え

ら
れ
て
、
本
紙
（
あ
す
な
ろ
）
は
、

誕
生
か
ら
一
九
年
、
二
〇
〇
号
を

超
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
沖

グ
ル
ー
プ
の
職
場
に
働
く
仲
間
の
、

仲
間
に
よ
る
、
仲
間
の
た
め
の
職

場
新
聞
』
を
目
指
し
て
、
頑
張
る

決
意
で
す
。
ご
指
導
、
ご
支
援
を

心
か
ら
、
お
願
い
し
ま
す
（
ふ
）

平平平平
和和和和
はははは

黙黙黙黙
っっっっ
てててて
いいいい
てててて
はははは
守守守守
れれれれ
なななな
いいいい




